
·鶴岡型小中一貫教育の推進

·藤島地域教育振興会議の設置

·教育委員会委員の就任のあいさつ

·酒井家庄内入部４００年！

·各種スポーツイベント開催の紹介

·親子で体験！「図書館ナイトツアー」

·地産地消「地場産りんごゼリー」を給食に

·中央公民館·女性センターの事業紹介
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　老朽化し危険な状態を解消するため、令和３年７

月から改築工事を進めてきましたが、令和４年８月

に工事が完了しました。

　新体育館は床面積を拡張し利便性や収納力を向上

させるとともに、床を高くして校舎との段差を解消、

さらには底冷え対策を施すなど、避難所としての機

能も考慮したものとなっています。

　児童の皆さんの元気で明るい歓声や笑顔があふれ

る学校生活はもとより、地域の拠点としても大いに

活用される施設となれば幸いです。

P5

斎小学校体育館改築事業

［基本概要］鉄骨造 ·地上１階建 ·延床面積 838.25 ㎡

Tsuruoka Public Education Announcements Vol.18

新しくなった斎小学校体育館。児童の皆さん、地域の皆さんが使いやすい体育館になりました。

広くなったステージとアリーナ。

ステージの幕は、市内小中学校では初めてと

なる「昇降式の緞帳」を採用しました。

スーパーオリンピック(児童会運動会) 全校集会・保健委員会での発表の様子
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「
小
中
一
貫
教
育
」
と
は
、
小
学
校
と

中
学
校
が
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
、

９
年
間
を
通
じ
た
教
育
課
程
を
編
成
し
て

系
統
的
な
教
育
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

平
成
18
年
に
教
育
基
本
法
が
、
平
成
19

年
に
学
校
教
育
法
が
改
正
さ
れ
、
義
務
教

育
の
目
標
と
目
的
が
新
た
に
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
近
年
は
教
育
の
量
的
・
質

的
な
充
実
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
早
期
化
、

小
学
校
と
中
学
校
の
違
い
に
よ
る
「
小
中

ギ
ャ
ッ
プ
」
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
に
国
の
中
央
教
育
審
議

会
が
公
表
し
た
「
子
ど
も
の
発
達
や
学
習

者
の
意
欲
・
能
力
等
に
応
じ
た
柔
軟
か
つ

効
果
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い

て
（
答
申
）」
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
に

取
り
組
む
こ
と
で
、「
授
業
の
理
解
度
の

向
上
」
や
「
学
習
に
悩
み
を
抱
え
る
児
童

生
徒
の
減
少
」、「
小
中
ギ
ャ
ッ
プ
の
緩
和
」

や「
自
己
肯
定
感
の
向
上
」と
い
っ
た
様
々

な
効
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
に
も
「
指
導
方
法
へ
の

改
善
意
欲
の
向
上
」、「
教
科
指
導
力
・
生

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
度
よ
り
、

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
「
鶴
岡
型
小
中

一
貫
教
育
」
を
導
入
し
ま
す
。

徒
指
導
力
の
向
上
」、「
小
中
学
校
間
に
お

け
る
授
業
観
や
評
価
観
の
差
の
縮
小
」
な

ど
の
効
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
本
市
が
抱
え
る
課
題
と
一

致
す
る
部
分
が
多
く
、
有
効
で
あ
り
必
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
判
断
し
、
小
中
一

貫
教
育
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
小
学
校
と
中

学
校
が
、
互
い
の
情
報
交
換
や
交
流
、
授

業
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
小
学
校
か
ら
中

学
校
へ
の
円
滑
な
接
続
を
目
指
す
「
小
中

連
携
教
育
」
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
目
指
す
子
ど
も
像
や
教
育
課

程
を
小
学
校
・
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
作
成

し
編
成
し
て
い
た
た
め
、
系
統
的
な
教
育

と
し
て
は
不
十
分
な
状
況
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
「
鶴
岡

型
小
中
一
貫
教
育
」
で
は
、
今
ま
で
の
小

中
連
携
教
育
で
実
践
し
て
き
た
こ
と
に
加

え
、「
目
標
」「
教
育
課
程
」「
活
動
」「
家

庭
・
地
域
」
の
４
つ
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
小
中
学
校
の
９
年
間
を
一
貫
し
た

教
育
方
針
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
ま
す
。

　

こ
の
「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
に
取

り
組
む
こ
と
は
、
確
か
な
学
力
や
社
会
性

の
育
成
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」を
行
う
に
は
、

次
の
３
つ
の
形
態
が
あ
り
ま
す
。

　

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
は
、
中
学

校
区
ご
と
に
①
を
基
本
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
が
、
小
中
一
貫
教
育
を
よ
り
効
果
的

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
②
③
に
つ
い
て

も
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
小
中
一
貫
校
を
設
置
す
れ
ば
、

次
の
よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

①
異
学
年
の
子
ど
も
た
ち
の
意
図
的
な
交
流

等
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
心
の
安
定
が
図

ら
れ
、
い
じ
め
や
不
登
校
が
減
少
す
る
。

②
教
職
員
の
協
働
を
実
現
す
る
組
織
づ
く
り

や
合
同
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

教
職
員
の
意
識
や
指
導
力
が
向
上
す
る
。

③
地
域
の
良
さ
を
追
究
す
る
「
ふ
る
さ
と
学

習
」
を
９
年
間
を
通
じ
て
系
統
的
に
行
う

こ
と
に
よ
り
、
よ
り
深
い
郷
土
愛
を
醸
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
現
在
の
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
一
貫
教
育

　

…
小
中
一
貫
校
で
は
あ
り
ま
せ
ん

②
併
設
型
小
学
校
中
学
校
…
小
中
一
貫
校

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
校
長
が
い
る
組
織

上
独
立
し
た
小
学
校
・
中
学
校
が
、
義
務

教
育
学
校
に
準
じ
た
形
で
一
貫
し
た
教
育

を
行
う
学
校
。

③
義
務
教
育
学
校
…
小
中
一
貫
校

　
　

１
人
の
校
長
の
も
と
、
１
つ
の
教
職
員

組
織
が
一
貫
し
た
教
育
課
程
を
編
成
し
実

施
す
る
９
年
制
の
学
校
。

④
柔
軟
な
学
年
区
分
の
設
定
（
４—

３—

２
制

や
５—

４
制
）
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
中
ギ
ャ
ッ
プ
が
軽
減
す
る
。

⑤
中
学
校
教
員
に
よ
る
小
学
校
へ
の
計
画

的
な
乗
り
入
れ
授
業
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
よ
り
質
の
高
い
授
業
を
展
開

で
き
る
。

①
小
学
生
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る

機
会
が
少
な
く
な
り
、
自
主
性
や
積
極
性

が
育
ち
に
く
い
。

②
軌
道
に
乗
る
ま
で
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
が

増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
教
職
員
の
負
担
が

増
え
る
。

Ｒ
４　

市
小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画
検
討

Ｒ
５　

市
小
中
一
貫
教
育
基
本
計
画
策
定

　
　
　

（
委
員
会
に
よ
る
協
議
→
策
定
）

Ｒ
６　

中
学
校
区
ご
と
の
具
体
計
画
検
討

Ｒ
７　

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
開
始

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」を
推
進
し
ま
す    

［
学
校
教
育
課
］

「
小
中
一
貫
教
育
」
と
は
？

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
と
は
？

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
の
形
態

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
導
入
に
よ
り

期
待
さ
れ
る
こ
と
・
心
配
さ
れ
る
こ
と
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教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
数
が
減

少
し
て
い
る
現
状
や
、
老
朽
化
が
進
む
学

校
施
設
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、
藤
島
地
域

の
教
育
環
境
、
教
育
振
興
の
今
後
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
た
め
に
、
令
和
４
年
９
月

28
日
に
「
藤
島
地
域
教
育
振
興
会
議
（
以

下
、「
振
興
会
議
」）」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
振
興
会
議
で
は
、
自
治
振
興
会
役

員
、
児
童
生
徒
・
未
就
学
児
の
保
護
者
代

表
、
教
育
や
地
域
活
性
化
に
専
門
的
な
知

見
を
有
す
る
方
18
人
を
委
員
に
選
任
し
、

令
和
４
年
度
と
令
和
５
年
度
の
２
か
年
を

か
け
て
、
計
７
回
の
会
議
を
開
き
、
様
々

な
課
題
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

課
題
の
中
で
大
き
な
も
の
は
二
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
藤
島
地
域
の
学
校
施
設
に

つ
い
て
で
す
。
藤
島
中
学
校
は
築
54
年
を

迎
え
、
市
内
で
朝
暘
五
小
に
つ
い
で
２
番

目
に
古
い
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

隣
接
す
る
藤
島
小
学
校
は
７
番
目
に
古
く
、

同
じ
よ
う
に
老
朽
化
が
進
み
、
藤
島
地
域

の
教
育
環
境
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い

く
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
令
和
７
年
度
に
全
市
で

導
入
す
る
「
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
に

つ
い
て
で
す
。
藤
島
地
域
で
は
藤
島
中
学

校
の
改
築
等
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
小
中
一
貫
教
育
の
形

態
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
３
月
中
旬
に
開
催
予
定
の
会

議
も
含
め
、
計
４
回
の
会
議
を
開
い
て
き

ま
し
た
。

　

第
１
回
会
議
で
は
、
藤
島
地
域
の
児
童

生
徒
数
の
推
移
や
学
校
施
設
の
老
朽
化
の

状
況
、
ま
た
、
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教
育
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
第
２
回
会
議
で
は
、

先
進
事
例
と
し
て
、
酒
田
市
の
小
中
一
貫

教
育
、
県
内
初
の
小
中
一
貫
校
（
義
務
教

育
学
校
）
の
新
庄
市
立
萩
野
学
園
の
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

第
３
回
会
議
で
は
、「
藤
島
中
改
築
に
伴

い
ど
の
よ
う
な
教
育
環
境
を
実
現
し
た
い

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
校
施
設
の
あ
り
方

や
小
中
一
貫
教
育
の
形
態
、
想
定
さ
れ
る

課
題
な
ど
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
協
議
を
通

し
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
今
年
度
の
協
議
内
容
を
ま
と
め

な
が
ら
、
藤
島
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
望
ま
し
い
教
育
環
境
の
あ
り
方
を
具
体

的
に
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
保
護
者
や
地
域
の

方
々
の
意
見
を
丁
寧
に
お
聞
き
し
な
が
ら
、

小
中
一
貫
校
の
設
置
も
含
め
、
小
中
一
貫

教
育
の
形
態
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

鶴
岡
市
に
移
り
住
ん
で
20
年
に
な
り
ま
す
。
妻
の
羽
黒
の
実
家
か
ら
見
た
月
山

の
美
し
さ
は
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
産
直
や

ス
ー
パ
ー
に
並
ぶ
四
季
折
々
の
食
材
が
豊
富
な
こ
と
や
、
何
よ
り
も
夏
な
の
に
生

で
牡
蠣
を
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
驚
い
た
も
の
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
鶴
岡
で
生
ま
れ
市
内
の
学
校
に
通
い
、
授
業
や
学
校
生
活
の
中

で
、
地
域
の
文
化
、
歴
史
、
風
土
を
学
ん
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
の
趣
味
は
映
画
鑑
賞
で
、
移
り
住
む
２
０
０
２
年
、
ち
ょ
う
ど
話
題
と
な
っ

て
い
た
藤
沢
周
平
時
代
劇
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
他
の
映
画

同
様
、
作
品
と
し
て
満
足
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
再
度
観
る
機
会
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
今
回
は
こ
の
映
画
を
、
庄
内
弁
や
ロ
ケ
地
の
羽
黒
町
の
農
道
、
赤

川
の
中
州
、
湯
田
川
温
泉
の
風
景
を
自
分
の
街
と
し
て
感
じ
な
が
ら
観
て
い
る
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
こ
の
20
年
間
で
、
学
校
教
育
を
受
け
て
い
た
２
人
の
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
、
私
も
鶴
岡
市
を
学
ん
で
き
た
の
だ
と
実
感
し
た
次
第
で
す
。

　

鶴
岡
市
は
、
豊
か
な
自
然
、
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
、
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ

る
街
で
す
。
歯
科
医
師
と
し
て
健
康
増
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ

の
経
験
を
生
か
し
て
、
教
育
委
員
と
し
て
教
育
目
標
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
鶴
岡
を

愛
す
る
、
い
の
ち
輝
く
人
間
の
育
成
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
誠
心
誠
意
尽
力
さ

せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
す
。

◆
令
和
４
年
11
月
12
日
に
、
中
村
公
俊
氏
が
教
育
委
員
会
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

中
村
委
員
よ
り
就
任
に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

委　

員 

　

中　

村　

公　

俊

心
豊
か
に
成
長
で
き
る
街
づ
く
り

「
藤
島
地
域
教
育
振
興
会
議
」
に
つ
い
て　
　
　
［
管
理
課
］

振
興
会
議
の
役
割

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
予
定
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記念座談会[荘銀タクト鶴岡大ホール]

歴史文化研究作品展
[荘銀タクト鶴岡小ホール]

SOMPOボールゲームフェスタ

大山上池・下池コース

公
式
サ
イ
ト
は

コ
チ
ラ
↓

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
！  [

社
会
教
育
課]

　

令
和
４
年
（
２
０
２
２
）
は
、
庄
内
藩

主
酒
井
家
三
代
・
酒
井
忠
勝
が
元
和
８
年

（
１
６
２
２
）
に
庄
内
に
入
部
し
て
か
ら

４
０
０
年
と
な
る
節
目
の
年
で
す
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
４
０
０
年
か
ら

学
ぶ
庄
内　

み
ん
な
で
つ
な
ご
う
将
来
」

の
も
と
、
今
年
度
は
様
々
な
記
念
事
業
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中
か
ら

主
な
事
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　

10
月
８
日
に
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

開
催
さ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
歴
史
学
者

の
本
郷
和
人
氏
に
よ
る
講
演
や
徳
川
宗
家

と
徳
川
四
天
王
の
子
孫
に
よ
る
記
念
座
談

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、
小
・
中
学

生
が
取
り
組
ん
だ
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

研
究
し
た
作
品
の
展
示
や
各
学
校
で
の
地

域
学
習
な
ど
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

「
酒
井
家
と
は
？
」「
入
部
４
０
０
年
っ

て
何
？
」
と
い
っ
た

基
本
的
な
疑
問
か
ら

鶴
ヶ
岡
城
の
豆
知
識

や
学
校
ご
と
の
地
域

に
残
る
歴
史
な
ど
、

少
し
詳
し
い
内
容
ま

で
子
ど
も
た
ち
に
分

か
り
や
す
く
解
説
し

ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
５
年
ぶ
り
に
開
催
し
、

２
０
０
人
を
超
え
る
参
加
者
が
バ
ス
ケ
ッ
ト

ナ
イ
ン
や
バ
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー
、
ボ
ッ
チ
ャ
、

キ
ッ
ズ
チ
ャ
ン
バ
ラ
な
ど
、
様
々
な
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
一
般
社
団
法
人
日
本

ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機
構
が
主
催
す
る

「
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
」

を
同
時
開
催
し
、
園
児
か
ら
小
学
生
を
対

象
に
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
親
子
遊
び
体
験
や
、

元
日
本
代
表
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
球
技
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
指
導
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
あ
ま
り

行
っ
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
び
に
触
れ
な
が

ら
、
運
動
の
楽
し
さ
を
再
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
、
酒
井
家
が
庄
内
に
入
部
す

る
以
前
か
ら
、
幕
末
・
明
治
時
代
に
至
る

ま
で
の
内
容
を
中
心
に
ま
と
め
た
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
製
し
ま
し
た
。
図
版
を
多
く

取
り
入
れ
、
世
代
を
問
わ
ず
学
べ
る
副
読

本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
市
内
の
小
学
５
年
生
～
中
学
３
年

生
に
紙
版
を
配
布
す
る
ほ
か
、
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
庄
内
地
方
の
各
図
書

館
等
に
も
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
版
を

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０

年
記
念
事
業
の
公
式
サ
イ

ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

記
念
式
典
お
よ
び
小
・
中
学
生

歴
史
文
化
研
究
作
品
展

小
・
中
学
校
へ
の
出
前
講
座

『
庄
内
の
歴
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』の
作
製

様
々
な
世
代
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

～
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
紹
介
～　
［
ス
ポ
ー
ツ
課
］

　

11
月
５
日
・
６
日
、「
笑
顔
で
つ
く
ろ

う
健
康
ウ
ェ
ー
ブ
、
輝
け
日
本
の
中
高

年
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
３
年
ぶ
り
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

全
国
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
愛
好
者
の
皆
さ

ん
を
お
迎
え
し
、
久
し

ぶ
り
の
再
会
と
新
た
な

出
会
い
を
喜
び
な
が
ら

真
剣
な
プ
レ
ー
で
交
流

し
ま
し
た
。

　

９
月
17
日
～
19
日
に
か
け
て
３
年
ぶ
り

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
参
加
者
を
山
形
県
民
に
限
定
し
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
々
に
鶴
岡
市
の
自
然

と
文
化
を
満
喫
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
・
ウ
ォ
ー
ク
を
通

し
て
鶴
岡
の
自
然
や

文
化
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

子
ど
も
夢
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
鶴
岡
２
０
２
２

Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
２
in
鶴
岡

ジ
ャ
パ
ン
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

鶴
岡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２
２

つ
る
お
か
ス
リ
ー

デ
ー

ウ
ォ
ー

ク
２
０
２
２
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司書体験をする子どもたち

＊りんごゼリー付き給食

＊りんごゼリーと干し柿

　

前
年
度
に
た
く
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を

い
た
だ
い
た
「
子
ど
も
司
書
体
験
」
を

バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
、
８
月
に
「
図
書

館
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

図
書
館
が
閉
館
し
た
後
に
、
申
し
込
み
の

あ
っ
た
小
学
生
と
そ
の
ご
家
族
の
皆
さ
ん

で
貸
し
切
っ
て
の
開
館
で
す
。

　

こ
の
日
の
夜
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
開
館
で
す
の
で
、
児
童
書
も
一
般
書
も
、

ま
た
新
聞
も
雑
誌
も
、
す
べ
て
読
み
放
題

で
す
。
そ
し
て
、
普
段
は
一
般
の
方
は
入

る
こ
と
の
で
き
な
い
閉
架
書
庫
な
ど
の
バ
ッ

ク
ヤ
ー
ド
を
含
め
、「
館
内
ツ
ア
ー
」
と

題
し
て
施
設
見
学
を
し
、
そ
の
後
カ
ウ
ン

タ
ー
に
入
っ
て
司
書
の
仕
事
を
体
験
し
ま

し
た
。

～
地
産
地
消
を
推
進
～

　

地
場
産
「
り
ん
ご
ゼ
リ
ー
」
な
ど
を
給
食
に

　

子
ど
も
た
ち
が
司
書
に
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
利
用
者
と
な
り
、「
お
待
た

せ
い
た
し
ま
し
た
。」、「
返
却
期
限
は
…

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」
と
声
を

か
け
、
バ
ー
コ
ド
リ
ー
ダ
ー
で
上
手
に
貸

出
処
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、「
普

段
は
入
れ
な
い
書
庫
に
行
け
て
、
そ
し
て

古
い
本
の
に
お
い
が
し
て
、
本
好
き
の
僕

に
は
た
ま
ら
な
い
時
間
で
し
た
。」、「
司

書
の
仕
事
を
も
っ
と
知
り
た
い
で
す
。」、

「
ど
う
し
た
ら
司
書
に
な
れ
る
の
で
す

か
。」と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

図
書
館
や
職
業
と
し
て
の
「
司
書
」
に
つ

い
て
も
、
さ
ら
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ど
う
ぞ
、
こ
れ
か
ら
も
ご
家
族
皆
さ
ん

で
図
書
館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

櫛
引
地
域
は
、
鶴

岡
市
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
霊
峰
月
山

と
清
流
赤
川
に
育
ま

れ
た
美
し
い
自
然
と

実
り
豊
か
な
大
地
に

恵
ま
れ
、
米
や
野
菜
、

果
樹
な
ど
が
多
く
栽

親
子
で
体
験
！
「
図
書
館
ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」

［
鶴
岡
市
立
図
書
館
］

　

二
つ
目
は
、あ
ぐ
り
会
員
が
作
っ
た「
干

し
柿
」
で
す
。
初
め
て
食
べ
た
と
い
う
子

も
い
ま
し
た
が
、
柿
の
甘
み
が
凝
縮
さ
れ

て
い
て
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
と
い
う

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
愛
情

込
め
て
作
ら
れ
た
逸
品
で
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
評
判
も
良
く
、
こ
れ
か
ら
も
提
供

し
て
い
く
予
定
で
す
。
他
に
も
「
櫛
引
農

工
連
」
で
人
気
の
赤
か
ぶ
漬
け
や
、
ぜ
ん

ご
漬
け
を
和
え
物
と
し
て
提
供
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
櫛
引
地
域
の
地
場
産
品
や
特

産
品
を
使
っ
た
献
立
を
数
多
く
考
案
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
地
域
の
方
々
が
作
っ
た
地

場
産
品
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
と
と
も

に
、
作
る
方
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や

郷
土
愛
が
育
ま
れ
る
よ
う
に
と
考
え
て
い

ま
す
。

［
櫛
引
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
］

培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
豊
か
な
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た
地

場
産
食
材
を
、
よ
り
多
く
学
校
給
食
と
し

て
提
供
す
る
た
め
、
櫛
引
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
、地
元
の
農
産
物
直
売
施
設「
産

直
あ
ぐ
り
」
や
「
櫛
引
農
工
連
」、「
Ｊ
Ａ
」、

「
県
漁
協
」
な
ど
と
連
携
し
、
積
極
的
に

地
産
地
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
果
物
を
多
数
取
り
扱
っ
て
い

る
「
産
直
あ
ぐ
り
」
の
加
工
品
を
取
り
入

れ
た
給
食
を
二
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
地
元
産
の
り
ん
ご
を
使
用

し
た
「
り
ん
ご
ゼ
リ
ー
」
で
す
。
当
初
、

櫛
引
中
の
生
徒
か
ら
は
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス

を
希
望
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、

り
ん
ご
の
風
味
を
そ
の
ま
ま
味
わ
え
る
よ

う
に
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
ゼ
リ
ー
に
し

て
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。
ゼ

リ
ー
の
加
工
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。



教育つるおか　令和５年３月１日 6◆本紙への御意見・御感想をお寄せください。

　

中
央
公
民
館
に
隣
接
す
る
女
性
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
57
年
に
「
鶴
岡
市
働
く

婦
人
の
家
」
と
し
て
開
館
し
、
今
年
で

40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、

講
師
に
昭
和
女
子
大
学
理
事
長
・
総
長

の
坂
東
眞
理
子
氏
を
迎
え
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。「Women 

Be 
Ambitious! 

～
女
性
よ
、
大
志
を
い
だ
こ
う
～
」
と
題

し
た
講
演
に
３
８
０
名
が
参
加
し
、
人
生

１
０
０
年
時
代
の
女
性
の
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
無
意
識
の
思
い
込
み
か
ら
の
解
放

　

「
女
だ
か
ら
…
」「
年
だ
か
ら
…
」
と
知

ら
な
い
う
ち
に
思
い
込
ん
で
い
る
物
の
考

え
方
（
無
意
識
の
偏
見
＝
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
）
に
女
性
自
身
が
気
づ
く

　

今
年
度
、
初

の
試
み
と
し
て

「
ス
ペ
シ
ャ
ル

プ
ラ
ネ
」
を
２

日
間
で
計
10
回

実
施
し
、
２
５

０
名
を
超
え
る

方
が
観
覧
し
ま

し
た
。

　

中
央
公
民
館
で
は
、「
新
た
な
出
会
い

と
学
び
」
に
つ
な
が
る
多
様
な
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
に
実
施
し
た
講

座
の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
の

事
業
を
紹
介
し
ま
す

◆
50
歳
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
後
半
期
は
、
有

形
資
産
（
不
動
産
や
貯
蓄
）
だ
け
で
な
く
、

無
形
資
産
（
健
康
、
知
識
、
学
習
す
る
習

慣
、
好
奇
心
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
）
も

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
前
半
期
の
栄
光
や

失
敗
を
引
き
ず
ら
ず
、
自
分
の
好
き
な
こ

と
や
得
意
な
と
こ
ろ
を
活
か
し
て
社
会
と

関
わ
り
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
高
齢
者
の
品
格
「
か
き
く
け
こ
」

　

「
私
は
こ
れ
で
い
い
の
だ
」
と
現
状
に

満
足
せ
ず
、
品
格
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

「
か
ん
ど
う
（
感
動
）・
か
ん
し
ゃ
（
感
謝
）、

き
げ
ん
（
機
嫌
）
よ
く
、
く
ふ
う
（
工
夫
）、

け
ん
こ
う
（
健
康
）・
こ
う
け
ん
（
貢
献
）・

こ
う
り
ゅ
う
（
交
流
）」
を
心
が
け
て
。

　

坂
東
氏
は
「
や
れ
ば
で
き
る
、
や
り
ま

し
ょ
う
！
」
と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
講
演
を
締
め
く
く
り
、
参
加
者
は
元
気

と
勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と
が
重
要
。
と

ら
わ
れ
て
き
た
思

い
込
み
を
自
覚
し
、

自
分
の
良
さ
を
見

つ
け
、
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
ょ
う
。

人生後半３か条

１．「親友」ではなく

　　「新友」をつくるべし

２．「ベスト」でなく

　　「ベター」を目指すべし

３．「きょうよう（今日の用事）」

　　と「きょういく（今日行

　　くところ）」を持つべし

　

当
日
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
の
他
、

い
ろ
い
ろ
な
姿
に
変
身
し
た
当
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ぴ
っ
か
」を
見
つ
け
る「
ぴ
っ
か
を
探
せ
」

や
「
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど

を
準
備
し
、
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
人
向
け
の
番
組
で
は
、
久
し
ぶ

り
に
ミ
ニ
星
空
解
説
を
復
活
し
、
大
変
好

評
で
し
た
。

　

11
月
の
「
熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム
」
は
、

日
頃
の
疲
れ
を
癒
す
こ
と
を
目
的
に
、
２

日
間
計
４
回
実
施
し
ま
し
た
。
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
星
空
を
眺
め
、
快
眠
へ
と
誘
い

ま
す
。
今
年
度
は
、
さ
ら
に
枕
や
毛
布
の

持
ち
込
み
を
可
能
と
し
た
た
め
、「
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
」、「
ま
た
、

来
年
も
来
る
ね
」
と
の
嬉
し
い
声
も
あ
り

ま
し
た
。
ヒ
ー
リ
ン
グ
効
果
も
期
待
さ
れ

る
庄
内
地
域
唯
一
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

セカンドライフも楽しみたいね。

楽しく学ぶ!認知症予防講座

シニアのためのパソコン講座

～インターネットは手軽な参考書です～

つるおか歴史散歩

　～地図で歴史をたどる～

〈サークル共催講座〉

　お居成りばやし・庄内はいや節

セルフリンパドレナージュ＆

腸活でスッキリ‼

酒井家庄内入部400年記念講座

江戸時代の庄内の歴史

新
し
い
出
会
い
、
学
び
、
さ
あ
始
め
よ
う

　
　
　
　
　

 
 

生
涯
学
習
講
座

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　

星
空
で
ホ
ッ
と
一
息

女
性
セ
ン
タ
ー

　

開
館
40
周
年
記
念
講
演
会

中
央
公
民
館　
　

☎
25-

１
０
５
０

女
性
セ
ン
タ
ー　

☎
24-

２
３
４
０


